










要約 血液型不適合妊娠による新生児溶血性疾患(hemolytic disease of the newborn:HDN)

の多くは、赤血球不規則抗体が原因である。しかし妊婦の多くは、この抗体検査を事前に

行っていないため、HDN の発症時、その抗体の検索と適合血の準備に非常に時間のかかる

のが現状である。さらに妊婦においては分娩時大量出血の際に輸血用血液の対応にも苦慮

する場合があり、妊婦での不規則抗体スクリーニングシステムの確立は極めて重要である。

こうした中、山梨県では全国に先駆け、転送患者を受け入れる医師、抗体検査を行ってい

る検査技師、血液センターの職員が中心となって、山梨県母性保護医協会(開業医)の全面

的な協力のもとで、妊婦不規則抗体スクリーニングシステムを完成させた。このシステム

は、輸血する際保険で認められている検査コストの 1/3 の値段を設定し“妊婦用間接クー

ムス試験"という特別な項目を作り、IgG 型の不規則抗体を測定し、さらに異常を認めた

症例は、山梨赤十字血液センターで無料で抗体を同定した上で、入院の必要がある場合に

は、優先的に大きい病院に入院できるシステムであり平成 4 年 11 月より開始された。開

始後、実施率は 70.6%(システム始動前 27%)と飛躍的に増加した。発見された不規則抗体

は 61 件(妊婦の 1.07%)であり、一般献血女性の約 8 倍の高い検出率であった。発見され

た中には、高力価抗D+E 陽性妊婦が含まれ、無事出産しえた症例を経験し、このスクリー

ニングシステムが極めて重要であると考えられた。


